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東東北北かからら発発信信すするる学学校校防防災災教教育育とと学学校校安安全全  
〜〜実実践践上上のの課課題題をを乗乗りり越越ええるるたためめにに〜〜  

理理事事長長  渡渡邊邊  正正樹樹（（東東京京学学芸芸大大学学教教授授））//  年年次次学学会会長長  小小川川  和和久久（（東東北北工工業業大大学学教教授授）） 
主主  催催  

共共  催催  

後後  援援  

日日本本安安全全教教育育学学会会  

東東北北大大学学災災害害科科学学国国際際研研究究所所，，東東北北工工業業大大学学教教職職課課程程セセンンタターー  

文文部部科科学学省省，，宮宮城城県県教教育育委委員員会会，，仙仙台台市市教教育育委委員員会会，，全全国国学学校校安安全全教教育育研研究究会会（（順順不不同同，，一一部部申申請請中中））  

期期  日日  
会会  場場  

22001144 年年 99 月月 1133 日日((土土))，，1144 日日((日日))  

東東北北工工業業大大学学  八八木木山山キキャャンンパパスス  メメモモリリアアルルホホーールル  
（（宮宮城城県県仙仙台台市市太太白白区区八八木木山山香香澄澄町町３３５５−−１１））  
  

ププロロググララムム    ※※ププロロググララムム内内容容及及びび時時間間はは一一部部予予定定をを含含みみまますす。。  
■■第第 11 日日（（99 月月 1133 日日））■■1111::3300～～参参加加者者受受付付  
1122::3300  開開会会  
1122::4400～～1133::4400  基基調調講講演演  「「夢夢みみるる防防災災教教育育～～防防災災にに関関すするる教教育育//防防災災をを通通ししたた教教育育～～」」  

京京都都大大学学防防災災研研究究所所巨巨大大災災害害研研究究セセンンタターー・・教教授授  矢矢守守    克克也也  氏氏  
1133::5500～～1155::4400  シシンンポポジジウウムム((11))  「「学学校校防防災災教教育育のの実実践践上上のの課課題題をを乗乗りり越越ええるるたためめにに」」  

宮宮城城県県気気仙仙沼沼市市立立面面瀬瀬小小学学校校・・教教諭諭                阿阿部部    正正人人  氏氏  
岩岩手手県県教教育育委委員員会会・・指指導導主主事事                      森森本本    晋晋也也  氏氏  

仙仙台台市市立立北北六六番番丁丁小小学学校校・・教教諭諭                    千千葉葉久久美美子子    氏氏  

文文部部科科学学省省ススポポーーツツ・・青青少少年年局局・・安安全全教教育育調調査査官官    佐佐藤藤    浩浩樹樹  氏氏  

山山形形大大学学大大学学院院教教育育実実践践研研究究科科・・教教授授                村村山山    良良之之  氏氏  

[[座座長長]]    東東京京女女子子体体育育大大学学・・教教授授  戸戸田田    芳芳雄雄  氏氏  
1155::5500～～1177::5500      一一般般口口演演((11))  
1188::0000～～2200::0000      情情報報交交換換会会  東東北北工工業業大大学学  ttoohhtteecchh  FFOORRUUMM  
■■第第 22 日日（（99 月月 1144 日日））■■88::3300～～参参加加者者受受付付  
99::0000～～1111::3300      一一般般口口演演((22))  

1122::3300～～1133::1100      総総会会  
1133::1155～～1144::0000  特特別別講講演演  「「危危険険回回避避のの意意思思決決定定をを仮仮想想体体験験すするるたためめのの教教材材『『防防災災すすごごろろくく』』」」  

東東北北工工業業大大学学工工学学部部・・准准教教授授  菊菊池池  輝輝  氏氏  
1144::0055～～1144::3355  年年次次学学会会長長講講演演  「「青青年年期期ににおおけけるる交交通通安安全全教教育育のの課課題題〜〜自自己己理理解解ににももととづづくくアアププロローーチチ〜〜」」  

東東北北工工業業大大学学教教職職課課程程セセンンタターー・・教教授授  小小川川  和和久久  氏氏  
1144::4455～～1166::2255  シシンンポポジジウウムム((22))「「通通学学路路のの安安全全をを考考ええるる〜〜生生活活安安全全・・交交通通安安全全・・災災害害安安全全のの観観点点かからら〜〜」」  

東東京京都都台台東東区区金金竜竜小小学学校校・・校校長長                              牛牛島島三三重重子子  氏氏  

静静岡岡県県教教育育委委員員会会・・指指導導主主事事                                  武武井井    淳淳  氏氏  

大大阪阪教教育育大大学学学学校校危危機機メメンンタタルルササポポーートトセセンンタターー・・准准教教授授        豊豊沢沢    純純子子  氏氏  
大大阪阪教教育育大大学学学学校校危危機機メメンンタタルルササポポーートトセセンンタターー・・教教授授            藤藤田田  大大輔輔  氏氏  

東東京京都都板板橋橋区区教教育育委委員員会会・・学学校校防防災災･･安安全全教教育育専専門門員員                          矢矢崎崎  良良明明  氏氏  
[[座座長長]]    兵兵庫庫教教育育大大学学大大学学院院・・教教授授  西西岡岡    伸伸紀紀  氏氏  

1166::2255  閉閉会会  
 

日日本本安安全全教教育育学学会会第第 1155 回回宮宮城城大大会会実実行行委委員員会会事事務務局局  
〒〒998822--88557777  宮宮城城県県仙仙台台市市太太白白区区八八木木山山香香澄澄町町３３５５−−１１＜＜東東北北工工業業大大学学教教職職課課程程セセンンタターー内内＞＞  

EE--mmaaiill    jjaassee1155@@ddccrrcc..ttoohhookkuu..aacc..jjpp  //  FFAAXX 002222--330055--33770011  

生活安全 交通安全 災害安全 



■■開開催催趣趣旨旨  
・・東東日日本本大大震震災災のの発発生生かからら 33 年年がが経経過過しし，，防防災災教教育育のの体体制制・・仕仕組組みみ・・内内容容ををどどううすするるかかとといいうう実実質質的的なな議議論論にに焦焦点点がが移移りりつつつつ

ああるるののででははなないいででししょょううかか。。発発達達段段階階をを考考慮慮ししたた系系統統性性，，副副読読本本等等のの教教材材活活用用，，地地域域・・家家庭庭ととのの連連携携ななどど，，学学校校防防災災教教育育をを実実

践践ししてていいくく上上でで，，様様々々なな課課題題ががああるるかかとと思思いいまますす。。  

・・ここれれららのの課課題題をを乗乗りり越越ええるるたためめ，，現現場場教教員員，，行行政政関関係係者者，，有有識識者者をを交交ええてて討討論論すするるとといいううシシンンポポジジウウムムをを開開催催ししまますす。。参参加加

者者ののみみななささままととととももにに問問題題意意識識をを共共有有しし，，目目指指すすべべきき方方向向性性をを探探っってていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

・・ままたた，，日日常常ののリリススククをを包包括括的的にに議議論論すするるたためめ，，通通学学路路のの安安全全ををテテーーママににししたたシシンンポポジジウウムムもも企企画画ししてていいまますす。。問問題題解解決決にに向向

けけてて，，有有益益なな意意見見交交換換のの場場ににななるるここととをを期期待待ししてておおりりまますす。。  
 

■■一一般般口口演演  
藤岡 達也 滋賀大学 自然災害・防災教育に関した新教科設置の意義と課題 
近藤 誠司 関西大学 危機意識を可視化する 
鳥庭 康代 徳島大学 南海トラフ地震津波の浸水エリアに位置する保育所の防災対策 
中野  晋 徳島大学 学校防災・危機管理人材育成の取り組み 
藤田 大輔 大阪教育大学 アジア・太平洋地域の教員の安全意識に関する研究 
藤本 一雄 千葉科学大学 最悪の結果から考える弱点発見ワークショップの試行 
渡邉 正樹 東京学芸大学 大学生を対象とした卓上訓練 
坪内 暁子 順天堂大学 都立防災教育推進校に実施した災害教育でみえてきた社会的リスク要因 
堀  清和 兵庫医科大学 発達障害・自閉症の子どもの事故予防 
村上 佳司 國學院大學 発達障害・自閉症の子どもへの防災教育に関する研究 
山城 新吾 徳島文理大学 災害ボランティアセンター運営入門用映像教材の作成 
森  康成 徳島大学 北淡震災記念公園における語りべ活動の防災啓発 

宮田美恵子 
特非法人 日本こどもの

安全教育総合研究所 
特別支援児童・生徒の犯罪からの安全教育に関する研究 

木宮 敬信 常葉大学 小学校における「交通安全リーダーと語る会」の現状と課題について 
村山 良之 山形大学 山形県鶴岡市における学校の防災管理と防災教育の支援 
戸田 芳雄 東京女子体育大学 教員養成課程の学生及び現職教員の学校安全への意識及びニーズ 
黒光 貴峰 鹿児島大学 学校教育における防災教育の教材開発 
城下 英行 関西大学 防災共育を実現するための愛マッププロジェクト 
稲垣 良介 福井大学 学校と消防署の共同による地域河川を利用した水難事故防止学習 
矢崎 良明 東京都板橋区教育委員会 小学校における地震防災学習の現状と課題 
小田 隆史 宮城教育大学 教員養成大学におけるサービスラーニングとしての防災・復興教育 

※紙面の都合上，発表者については代表者のみ，演題名については主タイトルのみを記載致しました。掲載順は順不同です。 
 
■■東東北北工工業業大大学学八八木木山山キキャャンンパパススへへののアアククセセスス  

仙台駅から仙台市営バスまたは宮城交通バスで，東北工大八木山キャンパス（約 30 分）下車 

詳しくは東北工業大学 HP のアクセスマップをご覧下さい。 
http://www.tohtech.ac.jp/access/index.html 

※大会期間中，仙台市内中心部で大きなイベントが開催されます。 
渋滞・混雑等が予想されますので，お早めにお越し下さい。 

※また，イベント開催の影響により，市内ホテルの宿泊が予約しにくい 
 状況になっています。宿泊を予定されている方は，お早めの宿泊予約を 

お勧めいたします。 

■■大大会会参参加加のの申申しし込込みみににつついいてて    
◎ 大会参加費（予稿集代込み） 

会員：5,000 円 非会員・大学院生：3,000 円 学部学生：無料 

◎ 情報交換会参加費：5,000 円（9月 13 日(土)18:00～20:00） 

◎ 昼食：9月 14 日(日)は学内の食堂をご利用ください。なお，

9月 13 日(土)は，食堂はご利用できません。 

◎ 郵便振替用紙に内訳をご記入の上，事前にお振り込み下さい 

・口座番号：０２２１０-５-１１４９３９ 

・口座名称：日本安全教育学会第 15 回宮城大会 

参加申込用紙に必要事項をご記入の上，FAX または下記アドレス

まで送信してください。申込用紙は､日本安全教育学会ホームペ

ージからもダウンロードできます。 

・第 15 回宮城大会実行委員会事務局 

E-mail  jase15@dcrc.tohoku.ac.jp  /  FAX 022-305-3701 

・日本安全教育学会ホームページ 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/karima-lab/JASE/JASE.html 


